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イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
は
11
月 

24
日
、
長
崎
と

広
島
を
訪
れ
、
核
兵
器
廃

絶
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

長
崎
の
爆
心
地
公
園
で

は
雨
の
な
か
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
読
み
上
げ
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
を
含
め
、
核

ロ
ー
マ
教
皇　

被
爆
地
訪
問

「
核
兵
器
廃
絶
を
」

　
使
用
は
犯
罪
、
保
有
は
倫
理
に
反
す
る

消費不況に 10％増税追い打ち
10月は東日本大震災以来の低水準に

軍
縮
と
核
不
拡
散
に
関
す

る
主
要
な
国
際
的
な
法
的

原
則
に
の
っ
と
り
、
た
ゆ

む
こ
と
な
く
迅
速
に
行
動

し
訴
え
て
い
く
」
と
表
明
。

「
核
兵
器
は
私
た
ち
を

守
っ
て
く
れ
る
も
の
で
は

な
い
」
と
核
抑
止
論
を
批

判
し
、
政
治
指
導
者
が
心

に
刻
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

広
島
の
平
和
記
念
公
園

の
集
い
で
、
教
皇
は
「
戦

争
目
的
の
原
子
力
の
使
用

は
犯
罪
以
外
の
何
物
で
も

あ
り
ま
せ
ん
」「
核
兵
器
の

保
有
は
、
そ
れ
自
体
が
倫

理
に
反
し
ま
す
」
と
ス

ピ
ー
チ
。「
核
戦
争
に
よ
る

脅
威
に
よ
る
威
嚇
を
ち
ら

消
費
税

ち
か
ら
合
わ
せ
５
％
へ
の
減
税
を

　
　
日
本
共
産
党
が
各
界
懇
談
会

　

日
本
共
産
党
が
呼
び
か

け
た
「
消
費
税
５
％
へ
の

緊
急
減
税
で
、
暮
ら
し
と

営
業
、経
済
を
立
て
直
す
」

各
界
懇
談
会
が
11
月
20
日
、

衆
院
議
員
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
労
働
組
合
や
中

小
企
業
団
体
、
障
害
者
団

体
な
ど
幅
広
い
分
野
の
40

団
体
、野
党
国
会
議
員
、多

数
の
個
人
が
参
加
、
熱
く

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
最
新
の

各
種
経
済
指
標
を
示
し
な

が
ら
、「
10
％
へ
の
増
税
は

日
本
経
済
を
新
た
な
消
費

不
況
に
突
き
落
と
し
つ
つ

あ
る
」
こ
と
を
指
摘
。
中

小
企
業
家
同
友
会
全
国
協

議
会
の
荻
原
氏
は
、
同
会

の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

過
半
数
が
消
費
税
を
転
嫁

横田基地前で「オスプレイ飛ばすな！」

つ
か
せ
な
が
ら
、
ど
う
し

て
平
和
を
提
案
で
き
る
で

し
ょ
う
か
」
と
述
べ
、
原

爆
投
下
に
よ
っ
て
こ
こ
で

何
が
起
き
た
の
か
を
思
い

出
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
と

も
に
歩
み
、
平
和
を
守
る

こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
ポ
ー

ズ
だ
け
の
『
平
和
』
を
唱

え
る
日
本
政
府
の
立
場
に

対
す
る
痛
烈
な
批
判
だ
。

教
皇
の
発
信
に
心
か
ら
の

歓
迎
を
評
し
ま
す
！
」
と

つ
づ
り
ま
し
た
。

で
き
て
い
な
い
実
態
を
告

発
。

　

れ
い
わ
新
選
組
の
舩
後

参
院
議
員
（
代
読
）
は
、自

ら
身
に
つ
け
て
い
る
肺
が

乾
か
な
い
よ
う
に
す
る
装

置
に
も
消
費
税
が
か
か
る

こ
と
に
ふ
れ
、「
消
費
税
が

導
入
さ
れ
て
国
民
は
幸
せ

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
」
と
語
り
ま
し
た
。

11 月 24 日・福生で集会、パレード
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「
桜
を
見
る
会
」、
首
相

の
私
物
化
疑
惑
。「
政
府
提

出
の
推
薦
名
簿
は
６
割
が

黒
塗
り
だ
っ
た
」「
首
相
ら

の
推
薦
名
簿
は
廃
棄
済
み

と
公
表
し
な
か
っ
た
」「
共

産
党
の
宮
本
議
員
が
資
料

要
求
し
た
当
日
、
内
閣
府

が
破
棄
し
て
い
た
」「
反
社

会
的
勢
力
が
出
席
し
て
い

た
こ
と
を
菅
官
房
長
官
が

のCO
2

は
４
０
７
・
８

ppm

で
産
業
革
命
前
の

１
・
47
倍
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
」「
化
石
燃
料
の
消

費
増
加
や
森
林
伐
採
な
ど

が
主
因
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

香
港
区
議
選
。
民
主
派

が
85
％
の
議
席
で
圧
勝
。

「
中
国
へ
の
返
還
後
、民
主

派
が
過
半
数
を
占
め
た
の

は
初
め
て
だ
」「
香
港
市
民

が
政
府
や
中
国
に
ノ
ー
を

突
き
つ
け
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
。「
羽
生
結
弦
選

手
が
３
年
ぶ
り
４
度
目
の

優
勝
。
地
力
の
差
を
見
せ

つ
け
た
」「
紀
平
梨
花
選
手

　
「
桜
を
見
る
会
」の
疑
惑

が
大
問
題
と
な
る
さ
な
か
、

安
倍
首
相
は
マ
ス
コ
ミ
幹

部
と
会
食
、
懇
談
し
て
い

ま
す
。

　

首
相
の
最
近
の
動
静
欄

を
見
て
み
る
と
、
11
月
15

日
夜
、
東
京
・
丸
の
内
の

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
の
日

本
料
理
店
「
和
田
倉
」
で

日
枝
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ

ル
ー
プ
代
表
と
会
食
。
18

日
夜
に
は
、
東
京
・
有
楽

町
の
日
本
料
理
店
「
春
秋

ツ
ギ
ハ
ギ
日
比
谷
」
で
、

「
読
売
」の
柴
田
論
説
委
員

長
、
田
中
編
集
局
長
と
会

食
。
さ
ら
に
首
相
自
身
の

虚
偽
答
弁
や
公
選
法
違
反

の
疑
い
が
い
っ
そ
う
深

ま
っ
た
20
日
の
夜
に
は
、

東
京
・
平
河
町
の
中
国
料

理
店
「
上
海
大
飯
店
」
で

内
閣
記
者
会
加
盟
報
道
各

社
の
キ
ャ
ッ
プ
と「
懇
談
」

し
て
い
ま
す
。

　

報
道
機
関
の
幹
部
が
、

「桜を見る会」疑惑のさなか

マスコミ幹部、首相と会食

当
事
者
の
首
相
と
杯
を
酌

み
交
わ
す
異
常
さ
。
こ
れ

で
は
権
力
を
監
視
す
べ
き

責
任
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。

「
生
活
と
生
業
に
こ
れ
か
ら
が
大
事
な
時
期
」

　
日
本
共
産
党

　
台
風
・
豪
雨
災
害
で
政
府
申
し
入
れ

　

日
本
共
産
党
は
11
月
18

日
、
台
風
・
豪
雨
災
害
に

関
し
て
「
こ
れ
か
ら
が
生

活
と
生な
り
わ
い業
に
と
っ
て
大
事

な
時
期
」
と
強
調
し
、
武

田
防
災
担
当
相
に
５
点
の

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

①
被
災
者
へ
の
情
報
提

供
と
、「
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
実

施
を
一
刻
も
早
く
徹
底
す

る
こ
と
。
②
災
害
救
助
法

の
全
面
的
な
活
用
や
避
難

者
の
生
活
環
境
の
改
善
。

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
２
３
０
０
人
の
方
々

住
宅
再
建
へ
の
公
的
支
援
。

被
害
の
程
度
を
正
確
に
反

映
し
、
弾
力
的
な
認
定
を
。

生
活
再
建
支
援
法
の
拡
充
、

支
援
金
の
上
限
を
５
０
０

万
円
に
引
き
上
げ
を
。
④

農
林
漁
業
被
害
へ
の
対
策

強
化
と
中
小
企
業
の
再
建

支
援
。
再
建
を
諦
め
て
し

ま
う
方
が
出
て
お
り
、
１

人
の
離
農
・
廃
業
も
生
ま

な
い
「
寄
り
添
い
型
」
の

支
援
を
。
⑤
被
災
自
治
体

に
対
す
る
支
援
を
柔
軟
に
。

　

武
田
防
災
相
は
、
被
災

者
の
立
場
に
立
つ
弾
力
的

な
対
応
を
約
束
。
農
林
漁

業
や
中
小
企
業
の
再
建
を

「
諦
め
て
し
ま
う
状
況
を

つ
く
ら
な
い
た
め
に
検
討

し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

に
防
寒
対
策
や
温
か
い
食

事
の
提
供
、
入
浴
の
確
保
、

住
ま
い
の
確
保
な
ど
。
③

認
め
た
」「
２
０
１
５
年
に

マ
ル
チ
商
法
違
反
で
破
綻

し
た
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
フ
の

元
会
長
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

皇
が
来
日
、
核
兵
器
廃
絶

を
訴
え（
23
～
26
日
）。「
原

子
力
発
電
に
つ
い
て
『
安

全
が
保
障
さ
れ
な
い
限
り
、

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使
う
べ

き
で
は
な
い
』と
述
べ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

女
川
２
号
機
、
規
制
委

が
再
稼
働
に
お
墨
付
き

（
27
日
）。「
被
災
し
た
原
発

だ
」「
震
災
時
、外
部
電
源

５
系
統
の
う
ち
４
系
統
が

遮
断
し
た
ほ
か
、
原
子
炉

建
屋
が
浸
水
す
る
な
ど
重

大
事
故
に
紙
一
重
の
深
刻

な
事
態
に
な
っ
た
」「
再
稼

働
は
や
め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
状
況
調
査
問
題
。「
国

家
公
務
員
と
家
族
約

１
６
０
万
人
を
対
象
に
取

得
状
況
調
査
が
進
め
ら
れ

て
い
る
」「
事
実
上
の
カ
ー

ド
取
得
の
強
要
だ
」「
憲
法

違
反
の
強
要
は
許
さ
れ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
世
界

平
均
濃
度
が
過
去
最
高
に
。

「
世
界
気
象
機
関
が
18
年

チリ　年金５割引上げへ

来年から順次実施
抗議デモ受け与野党合意

　

格
差
拡
大
に
抗
議
す
る

大
規
模
な
デ
モ
が
起
き
て

い
た
南
米
チ
リ
で
11
月
21

日
、
ピ
ニ
ェ
ラ
政
権
の
与

党
と
野
党
の
代
表
者
が
、

基
礎
年
金
支
給
額
を
５
割

引
き
上
げ
る
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。

　

合
意
内
容
は
、
ま
ず
81

歳
以
上
の
高
齢
者
の
基
礎

年
金
を
来
年
1
月
か
ら

50
％
引
き
上
げ
ま
す
。
75

～
80
歳
に
つ
い
て
は
同
月

か
ら
３
割
増
、
21
年
１
月

に
５
割
増
。
75
歳
未
満
は
、

来
年
か
ら
毎
年
1
月
に

25
％
、40
％
、22
年
に
50
％

を
達
成
す
る
計
画
で
、

２
０
２
２
年
ま
で
に
全
世

代
が
現
状
よ
り
５
割
増
の

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

が
２
位
」「
両
選
手
と
も
に

来
月
の
グ
ラ
ン
プ
リ
フ
ァ

イ
ナ
ル
出
場
を
決
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、

着
る
物
に
困
る
」「
紅
葉
が

美
し
い
」「
今
年
は
早
く
か

ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
う
」


